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一
般
会
計

（
１
）
予
算
全
般
に
つ
い
て

　

予
算
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
計
画
を
立
て
、
年
度
内

の
完
了
を
目
指
さ
れ
た
い
。

（
２
）
歳
出
に
つ
い
て

①
交
通
対
策
費
・
林
業
振
興
費
・
商
工
業
振
興
費

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
雇
用
に
あ
た
っ
て
は
、
事

業
の
目
的
達
成
は
も
ち
ろ
ん
、
隊
員
の
思
い
を
十
分

考
慮
し
、
就
労
支
援
、
環
境
作
り
や
近
隣
住
民
と
の

コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
よ
う
努
め
ら
れ
た

い
。

②
農
業
振
興
費

　
　

特
産
品
開
発
支
援
事
業
は
、
交
付
要
綱
を
遵
守
さ

れ
た
い
。
ま
た
、
特
産
品
と
し
て
完
成
す
る
よ
う
指

導
さ
れ
た
い
。

③
有
害
鳥
獣
対
策
費

　
　

捕
獲
頭
数
の
確
認
は
、
現
行
の
ま
ま
で
は
不
十
分

で
あ
り
、
不
法
投
棄
の
原
因
と
な
る
。
確
認
方
法
の

見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

④
住
宅
管
理
費

　
　

町
営
住
宅
の
建
て
替
え
に
あ
た
っ
て
は
、
住
民
へ

の
事
業
説
明
を
十
分
行
い
な
が
ら
進
め
ら
れ
た
い
。

予
算
審
査
の
主
な
る
意
見

　議員全員で構成する「予算審査特別委員会」を
設置し、平成27年３月13日から５日間にわたり、
審査しました。
� 委 員 長　山本　晴隆�議員
� 副委員長　青木　一憲�議員

衛生費
1億6457万円

7053万円
5903万円
3825万円
3681万円
3041万円
2588万円
2196万円
2093万円

9256万円
6572万円
257万円
90万円

総務費
6億7219万円

農林水産業費
4億1702万円

土木費
3億5374万円

公債費
3億1924万円

教育費
2億8226万円

繰越金
地方消費税交付金
使用料及び手数料
諸収入
寄付金
財産収入
地方譲与税
分担金及び負担金等

町債
2億3344万円

県支出金
3億5907万円

国庫支出金
2億3055万円

繰入金
1億3842万円

地方交付税
18億4000万円

民生費
8億1594万円

消防費
議会費
予備費
災害復旧費

町税
2億3073万円

商工費
1億4929万円
商工費

1億4929万円

一般会計  33億3600万円 前年度比  1億3200万円減

内円：歳入
外円：歳出

特別会計名 予　算　額

国 民 健 康 保 険 事 業 ５億１６００万円

介 護 保 険 事 業 ６億１９１０万円

後 期 高 齢 者 医 療 ５６９１万円

簡 易 水 道 事 業 １億７７００万円

公 共 下 水 道 事 業 ２億５６７２万円

農 業 集 落 排 水 事 業 ８５６４万円

赤 松 団 地 造 成 事 業 ７２０万円

財 産 区 造 林 事 業 １１８６万円

住宅新築資金等貸付事業 ９２４万円

索 道 事 業 ５１２０万円

平成27年度 当初予算可決

予算審査の様子

依存財源
　27億5123万円（82.5％）

自主財源
　5億8477万円（17.5％）

平
成
27
年
度

 
予
算
決
ま
る

地
方
創
生 

元
年

⑤
文
化
財
保
護
費

　
　

若
桜
町
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
選
定
に
つ
い

て
は
、
各
課
の
連
携
を
強
め
将
来
に
向
け
て
の
活
用

策
を
考
え
ら
れ
た
い
。
事
業
開
始
に
あ
た
っ
て
は
、

住
民
周
知
が
必
要
で
あ
る
。

特
別
会
計
予
算

○
簡
易
水
道
事
業

　
　

施
設
統
合
等
は
事
業
費
が
高
額
と
な
っ
て
く
る
。

健
全
な
経
営
と
な
る
よ
う
、
住
民
へ
の
事
業
説
明
を

十
分
に
行
い
な
が
ら
進
め
ら
れ
た
い
。
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予 算 審 査予 算 審 査 &

地
域
グ
ラ
ン
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
役
割
に
つ
い
て

産
業
振
興
、
商
工
関
係
、
阪
南
大
学
と
の

交
流
な
ど
、
若
桜
町
の
ブ
ラ
ン
ド
化
・
特

産
品
の
生
産
か
ら
販
売
ま
で
、
現
在
3
名

の
方
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

ＱＡ

ゆ
は
ら
温
泉
の
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ

菌
は
大
丈
夫
か
。

定
期
的
に
検
査
を
実
施
し
て
い
る
の
で
大

丈
夫
で
す
。

ＱＡ

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は
、
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

警
察
、
親
戚
、
近
所
の
方
に
通
報
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ＱＡ

集
落
内
の
外
灯
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
に
つ
い
て
。

半
分
以
上
の
集
落
が
申
請
し
、
各
集
落
が

１
年
か
ら
３
年
間
計
画
で
実
施
し
て
い
る
。

ＱＡ

若
桜
鉄
道
の
乗
車
人
員
は
増
え

て
い
る
か
。

イ
ベ
ン
ト
列
車
な
ど
、
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
乗
車
人
員
に
大
き
な
延
び
は
な
い
。

ＱＡ

土
曜
学
習
事
業
は
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
。

漢
字
、
英
語
の
学
力
向
上
に
力
を
入
れ
た

い
。

ＱＡ

企
画
財
政
課

総  

務  

課

法
人
税
割
額
の
推
移
が
年
々

減
っ
て
い
る
の
は
、
税
率
改
正

に
よ
る
も
の
か
。

法
人
の
収
益
減
少
と
税
率
改
正
に
よ
る
も

の
で
す
。

ＱＡ

特
産
品
開
発
支
援
事
業
で
そ
ば

用
コ
ン
バ
イ
ン
の
備
品
購
入
が

計
画
が
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
要

領
・
要
網
等
に
よ
っ
て
計
画
さ

れ
た
も
の
か
。

現
在
の
特
産
品
開
発
支
援
事
業
の
補
助
金

制
度
で
は
、
例
外
的
な
措
置
と
な
る
た
め

６
月
議
会
で
、
予
算
を
組
み
換
え
て
提
案

し
た
い
。

ＱＡ

農
地
管
理
の
多
面
的
機
能
直
接

支
払
の
協
定
数
が
少
な
い
の
は
、

何
か
問
題
で
も
あ
る
の
か
。

県
主
催
の
説
明
会
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
と
は
別
に
計
画

書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

取
り
組
ま
れ
な
い
の
が
実
態
で
す
。

ＱＡ

八
幡
広
場
の
使
用
申
請
は
、
ど

こ
が
窓
口
で
、
ど
こ
で
受
付
し

た
ら
よ
い
の
か
。

教
育
委
員
会
を
窓
口
と
し
て
、
土
日
・
祝

日
の
受
付
は
温
水
プ
ー
ル
と
町
民
体
育
館

で
検
討
し
て
い
る
。

ＱＡ

平
成
26
年
度
に
計
画
し
て
い
た
健

康
マ
イ
レ
ー
ジ
は
。

27
年
度
に
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
実

施
し
た
い
。

ＱＡ

税  

務  

課

町
民
福
祉
課

産
業
観
光
課

教
育
委
員
会

その他の意見（抜粋）

南
三
陸
町
へ
の
派
遣
は
。

全
国
で
１
０
５
人
派
遣
さ
れ
る
。
本
町
で

は
、
戸
籍
関
係
の
職
員
を
１
人
派
遣
す
る
。

Ａ Ｑ

通勤・通学の様子

農地管理された水田

八幡広場 ゆはら温泉
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詳しくは
　若桜町ホームページ ⬇各課のご案内 ⬇議会事務局 ⬇会議録

中尾　理明 議員

山根　政彦 議員

前住　孝行 議員

上川裕見子 議員

小林　　誠 議員

質 

問 

者一般質問Ｑ Ａ 　３月議会定例会の一般質問は、３月18日に行われ、
５人の議員が町政の課題について質問しました。
　質問の要旨と町長の答弁を要約して紹介します。

中尾　理明 議員山根　政彦 議員

Q　

若
桜
町
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
総
合
利
用
計
画
に
つ
い
て

は
若
桜
木
材
協
同
組
合
、
町

内
有
識
者
、
鳥
取
県
、
鳥

取
県
森
林
管
理
署
、
Ｊ
Ａ
鳥

取
い
な
ば
、
八
頭
中
央
森
林

組
合
、
若
桜
町
の
７
者
で
平

成
25
年
３
月
に
計
画
を
作
り
、

25
年
度
よ
り
始
ま
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
成

果
を
伺
い
ま
す
。

�

小
林
昌
司
町
長

A　

薪
ス
ト
ー
ブ
等
購
入
助

成
は
、
25
年
度
７
台
の
薪
ス

Q　

昭
和
63
年
に
、
樹
氷
ス

ノ
ー
ピ
ア
が
オ
ー
プ
ン
し
て

27
年
に
な
り
ま
す
が
、
お
客

様
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て

お
り
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る

時
期
に
き
て
い
る
と
思
う
が

所
見
を
伺
い
ま
す
。

�

小
林
昌
司
町
長

A　

町
財
政
を
考
え
る
と
、

全
面
的
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は

困
難
か
と
考
え
て
お
り
ま
す

が
、
傷
み
の
著
し
い
管
理
棟

や
休
憩
棟
に
つ
い
て
は
、
建

て
替
え
の
時
期
に
き
て
い
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
来
年
度

ト
ー
ブ
、
26
年
度
は
２
台
の

薪
ス
ト
ー
ブ
、
２
台
の
薪
ボ

イ
ラ
ー
、
１
台
の
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
に
助
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
25
年
度
に
役
場
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
26
年
度

に
は
若
桜
町
公
民
館
と
池
田

郵
便
局
に
薪
ス
ト
ー
ブ
を
設

置
、
い
ず
れ
も
来
客
に
大
変

好
評
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

25
年
度
に
は
、
木
質
資
源

加
工
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
ウ
ッ

デ
ィ
内
）
に
木
質
チ
ッ
プ
と

薪
製
造
用
チ
ッ
パ
ー
、
薪
割

り
機
等
を
整
備
。
26
年
度

事
業
氷
太
く
ん
へ
の
、
バ
イ

オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
整
備
は
工

事
が
遅
れ
、
７
月
頃
完
成
見

込
み
で
す
。
チ
ッ
プ
製
造
は
、

氷
太
く
ん
の
ボ
イ
ラ
ー
完
成

に
合
わ
せ
６
月
頃
生
産
を
開

始
し
、
年
間
約
１
，
０
０
０

㎥
の
若
桜
材
を
原
料
と
し
て
、

２
５
０
ｔ
の
チ
ッ
プ
生
産
を

若
桜
木
材
協
同
組
合
が
行
う

予
定
で
す
。

　

木
材
人
工
乾
燥
機
の
木

質
燃
料
ボ
イ
ラ
ー
は
、
従
来

に
設
置
を
予
定
し
て
い
る
ス

キ
ー
場
施
設
の
あ
り
方
検
討

会
で
、
十
分
検
討
し
て
み
て

は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q　

キ
ャ
ン
プ
場
周
辺
で
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の

コ
ー
ス
に
つ
い
て
所
見
を
伺

い
ま
す
。

 

高
木
政
寛
教
育
長

A　

コ
ー
ス
幅
が
狭
く
、
必

ず
し
も
適
切
な
場
所
、
コ
ー

ス
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
キ
ャ
ン
プ
場
広

の
化
石
燃
料
に
代
わ
り
、
燃

油
代
と
ご
み
縮
減
が
図
ら

れ
、
25
年
度
と
26
年
度
の
各

１
年
間
の
燃
油
使
用
量
を
比

較
す
る
と
、
灯
油
で
は
25
年

に
１
８
５
㎘
だ
っ
た
も
の
が
、

26
年
に
は
27
㎘
と
１
５
８
㎘

の
縮
減
、
Ａ
重
油
で
は
25
年

に
１
３
７
㎘
だ
っ
た
も
の
が
、

26
年
に
は
31
㎘
と
１
０
６
㎘

の
縮
減
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
若
桜
木
材
協
同

組
合
の
経
営
改
善
に
も
寄
与

し
て
い
ま
す
。

Q　

ウ
ッ
デ
ィ
で
燃
料
費
削

減
等
経
済
効
果
も
出
て
い
ま

す
が
、
雇
用
に
繋
が
っ
た
事

例
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

�

小
林
町
長

A　

ウ
ッ
デ
ィ
の
乾
燥
機
ボ

イ
ラ
ー
整
備
後
、
３
人
～
４

人
を
雇
用
し
た
と
の
こ
と
で

す
が
、
若
桜
町
で
雇
用
を
増

や
す
の
は
大
変
だ
と
の
話
も

聞
い
て
い
ま
す
。

場
か
ら
町
道
桑
ケ
線
に
つ
な

が
る
コ
ー
ス
を
計
画
し
て
お

り
、
こ
の
コ
ー
ス
が
確
保
で

き
れ
ば
急
勾
配
、
急
カ
ー

ブ
に
よ
り
安
全
面
で
心
配
の

あ
っ
た
危
険
箇
所
が
解
消
さ

れ
る
と
思
い
ま
す
。

Q　

高
齢
化
が
進
み
、
除

雪
作
業
が
追
い
つ
い
て
い
な

い
集
落
が
あ
り
、
冬
期
間
は
、

外
出
で
き
な
い
高
齢
者
の
方

も
お
ら
れ
ま
す
。
業
者
に
お

願
い
す
る
な
ど
の
対
応
が
必

要
と
思
う
が
、
所
見
を
伺
い

ま
す
。

 

小
林
町
長

A　

社
会
福
祉
協
議
会
で
も
、

高
齢
者
の
世
帯
や
障
が
い
者

な
ど
の
支
援
を
必
要
と
す
る

世
帯
に
対
し
て
、
除
雪
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
て
家
屋

周
囲
な
ど
の
除
雪
を
行
う
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
。
こ
ち

ら
も
活
用
頂
き
な
が
ら
、
互

助
、
共
助
の
精
神
で
、
地
域

ぐ
る
み
で
考
え
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

Q　

平
成
25
年
度
事
業
と
し

て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

よ
る
林
地
残
材
の
搬
出
経
費

の
積
算
等
試
み
ら
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
隊
員
の
退
職

で
事
業
が
中
断
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
継
続
し
て
バ
イ
オ
マ

ス
計
画
の
好
循
環
を
促
す
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

�

小
林
町
長

A　

林
地
残
材
の
収
集
が
、

バ
イ
オ
マ
ス
総
合
利
用
計
画

の
柱
と
な
る
項
目
と
は
、
考

え
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
、
八

頭
中
央
森
林
組
合
で
は
プ

ロ
セ
ッ
サ
ー
と
か
、
ハ
ー
ベ

ス
タ
ー
と
い
う
専
用
機
械
で
、

伐
倒
し
た
後
、
枝
の
払
い
落

と
し
と
、
３
ｍ
や
４
ｍ
等
の

長
さ
の
丸
太
に
す
る
ま
で
同

時
に
行
う
作
業
シ
ス
テ
ム
を

主
に
取
入
れ
て
い
ま
す
。
１

本
の
木
を
、
根
元
か
ら
先
端

近
く
ま
で
丸
太
に
し
て
搬
出

す
る
た
め
、
残
材
が
ほ
と
ん

ど
発
生
し
な
い
の
で
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
、
残

材
の
収
集
プ
ラ
ン
は
困
難
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
残
材

の
収
集
へ
の
町
民
参
加
構
想

の
点
で
も
、
残
念
に
思
い
ま

す
。
新
し
い
協
力
隊
員
に

つ
い
て
は
、
現
在
募
集
中
で
、

ユ
ニ
ー
ク
な
方
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
も
来
て
い
ま
す
。
隊

Q　

冬
期
間
、
独
居
高
齢
者

が
空
き
家
な
ど
を
利
用
し
共

同
生
活
が
で
き
る
仕
組
み
を

設
け
、
仲
間
と
一
緒
に
い
る

こ
と
に
よ
り
生
活
の
不
安
を

解
消
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
が
、
所
見
を
伺
い

ま
す
。　

 

小
林
町
長

A　

集
落
に
あ
る
既
存
の
民

家
な
ど
を
活
用
し
て
、
地
域

の
方
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

場
所
を
、
お
互
い
が
見
守
り

な
が
ら
生
活
を
し
、
地
域
の

住
民
の
方
々
が
主
導
と
な
っ

て
運
営
し
て
頂
く
、
い
わ
ゆ

る
鳥
取
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ム
の
よ
う
な
仕
組
み
を

考
え
て
み
る
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

若
桜
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
進
め
る
た
め
に
は
、
他
に

な
い
付
加
価
値
を
つ
け
、
町

が
先
頭
に
立
ち
Ｐ
Ｒ
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

員
に
は
、
将
来
林
業
の
事
業

体
等
に
就
業
し
て
活
躍
す
る

と
共
に
、
若
桜
町
内
の
集
落

に
定
住
し
て
、
地
域
活
動
に

も
参
加
し
、
本
当
の
意
味
で

地
域
お
こ
し
の
担
い
手
と
な

る
様
期
待
し
て
い
ま
す
。

Q　

バ
イ
オ
マ
ス
将
来
構
想

イ
メ
ー
ジ
図
の
構
想
で
、
今

何
が
欠
け
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
薪
割
機
が
有
効
活
用
さ

れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

 

小
林
町
長

A　

�

氷
太
く
ん
の
バ
イ
オ
マ

ス
ボ
イ
ラ
ー
の
完
成
は
ま
だ

で
す
が
、
ボ
イ
ラ
ー
が
設
置

さ
れ
れ
ば
、
イ
メ
ー
ジ
図
実

現
へ
の
第
一
歩
が
踏
み
出
せ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
県

東
部
で
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

の
動
き
も
あ
り
、
チ
ッ
プ
の

需
要
は
高
ま
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
薪
割
機
は
、
昨
年
の

10
月
か
ら
森
林
組
合
が
使
用

し
、
約
３
，
０
０
０
束
の
薪

を
製
造
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

そ
の
他
、
子
ど
も
医
療
費

の
高
校
卒
業
時
ま
で
の
助
成

に
つ
い
て
、
米
軍
機
の
低
空

飛
行
訓
練
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

 

小
林
町
長

A　

精
米
方
法
に
よ
る
金
芽

米
や
旨
味
を
付
加
す
る
熟
成

米
な
ど
、
収
穫
後
の
付
加
や

有
機
栽
培
や
無
農
薬
栽
培

な
ど
の
生
産
過
程
に
お
け
る

付
加
、
さ
ら
に
は
棚
田
米
等

の
産
地
と
し
て
の
付
加
価
値

な
ど
多
様
な
方
法
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
組

に
対
し
て
町
と
し
て
支
援
で

き
る
も
の
は
、
積
極
的
に
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
協
な
ど
関
係
団
体

と
流
通
販
売
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
も
協
議
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

Q　

耕
作
放
棄
地
を
少
し
で

も
解
消
す
る
た
め
、
来
年
度

の
取
組
を
伺
い
ま
す
。

 

小
林
町
長

A　

こ
れ
と
い
っ
た
特
効
薬

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
山
間
地

域
を
多
く
抱
え
る
本
町
は
、

高
齢
化
が
進
ん
で
も
貴
重
な

農
地
を
永
続
的
に
保
全
し
て

い
く
た
め
に
は
、
担
い
手
農

家
の
育
成
と
併
せ
て
集
落
営

農
組
織
の
立
ち
上
げ
等
、
町

独
自
営
農
シ
ス
テ
ム
の
構
築

が
必
要
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

樹氷スノーピアゲレンデ

氷ノ山関連施設

ス
キ
ー
場
施
設
の
あ
り
方

�

検
討
会
で
検
討

氷
ノ
山
関
連
施
設
の

�

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は

木質バイオマス計画

事
業
は
順
調
で
好
評

木
質
バ
イ
オ
マ
ス（
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
）利
用
の
推
進
を
！！

独居高齢者の対策

前
向
き
に
検
討

し
た
い

空
き
家
を
利
用
し

共
同
生
活
の
場
を

農業問題

推
進
し
て
い
く

若
桜
米
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を

計画の波及効果

ウ
ッ
デ
ィ
で
従
業
員

増
、燃
料
費
削
減

バ
イ
オ
マ
ス
利
用

計
画
の
経
済
効
果

と
雇
用
創
出
は
？
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で
す
。
岡
部
林
業
㈱
は
、
５

年
で
林
業
者
が
６
名
増
加

し
、
平
均
年
齢
が
34
・
3
歳
。

八
頭
中
央
森
林
組
合
は
、
本

町
の
素
材
生
産
量
増
加
に
向

け
、
若
桜
事
業
所
職
員
を
増

員
す
る
予
定
。
今
後
も
、
林

業
担
い
手
育
成
財
団
や
、
林

業
事
業
体
が
林
業
者
を
養
成

す
る
取
組
み
の
支
援
を
継
続

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
方
創

生
の
取
組
み
に
向
け
、
八
頭

森
と
連
携
し
て
若
手
技
術
者

の
養
成
、
確
保
、
移
住
等
の

施
策
を
検
討
し
た
い
。

Q　

高
性
能
機
械
等
購
入
補

助
は
あ
り
ま
す
が
、
機
械
操

作
の
資
格
取
得
助
成
が
附
随

し
て
い
ま
せ
ん
。
林
業
労
働

者
の
研
修
や
資
格
取
得
の
支

援
は
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

 

山
中
泉
参
事

A　

み
ど
り
の
雇
用
の
研
修

で
あ
る
程
度
の
資
格
は
取
得

前住　孝行 議員上川　裕見子 議員

Q　

安
全
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
を
掲
げ
る
若
桜
町
に
、
実

際
行
方
不
明
の
事
件
が
起

こ
っ
た
と
き
の
、
行
動
計
画

が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
捜
索

体
制
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
、
所
見
を
伺

い
ま
す
。

 

小
林
昌
司
町
長

A　

鳥
取
県
で
は
、
平
成
26

年
12
月
に
認
知
症
等
行
方

不
明
者
に
係
る
対
応
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
、
作
成
さ
れ
ま
し

た
。
行
方
不
明
者
を
一
刻
も

早
く
発
見
す
る
た
め
に
、
警

Q　

石
破
代
議
士
が
、
過

疎
地
を
元
気
に
す
る
た
め
に

は
、
農
業
、
林
業
、
観
光
が

大
事
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。
私
も
同
感
で
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
総
合
利
用
計
画

や
木
材
の
活
用
施
策
を
推
進

す
る
た
め
に
は
、
山
を
動
か

せ
る
技
術
者
の
養
成
が
急
が

れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
町
長

の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

 

小
林
昌
司
町
長

A　

95
％
が
森
林
、
木
材
を

伐
採
搬
出
し
就
労
や
所
得
に

つ
な
げ
る
こ
と
は
私
も
同
感

察
を
初
め
、
消
防
局
や
市
町

村
等
が
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
連
携
し
て
取
り
組
む
た
め

の
具
体
的
な
内
容
を
示
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
防
災
無
線

放
送
や
あ
ん
し
ん
ト
リ
ピ
ー

メ
ー
ル
で
呼
び
か
け
を
行
い
、

不
明
者
の
情
報
提
供
を
求
め

た
り
、
消
防
団
員
等
に
協
力

を
依
頼
し
て
捜
索
を
行
い
ま

す
。
行
動
計
画
は
作
成
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
沿
っ
た
方
法
で
、
捜
索

を
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
等
も

さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
こ

れ
か
ら
の
考
え
方
を
伺
い
ま

す
。

 

小
林
町
長

A　

行
方
不
明
者
の
捜
索
に

備
え
て
「
若
桜
町
行
方
不
明

者
の
捜
索
に
関
す
る
実
施
要

項
」
を
作
成
す
る
よ
う
、
県

警
や
東
部
広
域
消
防
、
町
消

防
団
な
ど
と
協
議
を
重
ね
て

い
ま
す
。

Q　

県
外
の
ス
キ
ー
場
で

は
、
キ
ッ
ズ
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
た
整
備
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
シ
ー
ズ
ン
行
っ
た
ス

キ
ー
場
す
べ
て
で
、
ベ
ル
ト

コ
ン
ベ
ア
で
歩
か
ず
に
上
が

れ
る
設
備
が
、
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
氷
ノ
山
で
キ
ッ
ズ
ス

ペ
ー
ス
を
考
え
て
は
と
思
い

ま
す
が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

 

小
林
町
長

A　

現
在
の
ゲ
レ
ン
デ
ス

ペ
ー
ス
を
考
え
る
と
、
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ア
を
設
置
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
が
な
い
の
も
現
実

で
す
。
１
つ
の
案
と
し
て
第

２
リ
フ
ト
の
右
側
の
ス
ペ
ー

ス
を
活
用
す
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
新
年
度
に
は
ぜ

ひ
と
も
ス
キ
ー
場
施
設
の
あ

り
方
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
意
見
を
聞
き
将
来
の
対

策
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

で
き
ま
す
が
、
あ
と
は
事
業

体
に
自
力
で
や
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
状
況
で
す
。

Q　

担
い
手
財
団
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
研
修
状
況
が
出

て
い
ま
し
た
が
、
十
分
満
た

さ
れ
て
い
る
と
の
判
断
で
す

か
。

 

小
林
町
長

A　

27
年
度
八
頭
森
が

１
万
３
，
０
０
０
㎥
の
材
を

出
す
計
画
で
、
32
年
に
は
、

２
万
５
，
０
０
０
㎥
が
目
標

で
す
。

　

１
万
㎥
出
す
と
20
人
雇
用

が
発
生
し
、
機
械
を
使
え
る

職
員
の
雇
用
が
必
要
で
す
。

Q　

雪
マ
ジ
！
19
は
い
い
企

画
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に

加
え
て
氷
ノ
山
独
自
で
、「
若

マ
ジ
！
61
」
と
い
う
よ
う
な
、

61
歳
の
方
を
、
無
料
に
し
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

 

小
林
町
長

A　

シ
ニ
ア
世
代
を
狙
っ
た
、

面
白
い
企
画
だ
と
も
思
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
ス
キ
ー

場
の
将
来
的
な
収
益
を
考

え
た
場
合
、
雪
マ
ジ
！
19
の

よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
疑

問
が
残
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
現
時
点
で
は
導
入
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。

林
業
で
は
そ
こ
が
一
番
大
事

で
あ
り
、
新
年
度
は
産
官
学
・

金
融
機
関
等
を
交
え
審
議
を

し
て
、
地
方
創
生
計
画
に
入

れ
て
い
き
た
い
。

（
資
料
提
供
／
比
較
で
き
る

よ
う
に
、
若
桜
町
と
八
頭
町

の
同
様
な
３
事
業
の
決
算
資

料
を
議
場
で
配
布
）

Q　

予
算
時
に
お
け
る
数
値

目
標
の
設
定
や
、
決
算
時
に

実
施
事
業
を
複
数
年
度
で
対

比
す
る
な
ど
、
客
観
的
な
資

料
に
よ
る
判
断
で
、
改
善
・

見
直
し
す
る
こ
と
も
必
要
だ

と
思
い
ま
す
が
、
行
政
・
事

務
事
業
評
価
の
導
入
に
つ
い

て
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

 

小
林
町
長

A　

昨
年
３
月
、
総
務
省

が
調
査
し
た
地
方
公
共
団
体

の
行
政
評
価
取
組
み
状
況
に

よ
る
と
、
町
村
で
は
35
％
が

導
入
し
て
い
る
。
行
政
活
動

や
事
業
の
成
果
を
可
能
な
限

Q　

赤
松
団
地
町
営
住
宅
に

つ
い
て
周
辺
住
民
へ
の
説
明

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
、
ま
た
、
若
葉
団
地
建

替
え
の
住
民
説
明
は
、
い
つ

頃
行
う
予
定
な
の
か
伺
い
ま

す
。

 

小
林
町
長

A　

新
年
度
早
々
に
、
経

過
報
告
も
含
め
て
残
り
の
分

譲
地
の
町
の
考
え
方
を
説
明

し
、
地
元
の
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
聞
く
こ
と
も
考
え
て
い

ま
す
。
若
葉
団
地
は
４
月
に

具
体
的
に
説
明
し
ま
す
。

り
数
値
化
し
て
、
目
的
が
達

成
で
き
た
か
な
ど
、
客
観
的

な
角
度
か
ら
評
価
す
る
こ
と

は
、
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　

し
か
し
、
ま
ず
取
組
む
こ

と
は
行
財
政
改
革
で
あ
り
、

行
政
の
効
率
化
、
財
政
の
健

全
化
、
委
託
業
務
や
事
務
事

業
の
見
直
し
な
ど
の
検
討
を

し
、
第
３
次
若
桜
町
自
立
促

進
計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

Q　

昨
年
、
鳥
取
県
の
事
業

棚
卸
し
の
傍
聴
を
し
ま
し
た

が
、
評
価
者
に
な
る
こ
と
で

よ
り
行
政
に
対
す
る
関
心
度

が
増
す
な
ど
、
住
民
参
画
の

手
法
と
し
て
い
い
と
思
い
ま

し
た
。
導
入
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

 

小
林
町
長

A　

経
費
等
の
見
直
し
に
も

努
め
て
お
り
、
国
や
県
の
よ

う
に
多
く
の
事
業
が
あ
れ
ば

事
業
仕
分
け
な
ど
も
必
要
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
事
業
ご

と
の
評
価
を
す
る
こ
と
で
足

り
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

森林施業に欠かせない高性能機器

ベルトコンベアで坂をあがる子どもたち

行方不明時対応

県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
い
、

�

実
施
要
項
作
成
も

行
方
不
明
時
の�

行
動
計
画
は
？

続、木質バイオマス事業

養
成
・
確
保
の
施
策
を

�

検
討
し
た
い

技
術
者
養
成
は

�

満
た
さ
れ
て
い
る
か

氷ノ山スキー場誘客

あ
り
方
検
討
委

員
会
で

キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー

ス
を
考
え
て
は

施政方針

地
元
の
理
解
や

協
力
は
不
可
欠

周
辺
住
民
へ
の

説
明
は

Ｑ
Ａ一般質問 Ｑ

Ａ一般質問

行政評価、事業棚卸

行
財
政
改
革
が

先 客
観
的
な
資
料

の
判
断
で
事
業

改
善
・
見
直
し
を

89

わかさ議会だより　No152　平成27年５月 わかさ議会だより　No152　平成27年５月



め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
早
く

総
合
戦
略
を
策
定
し
て
、
地

方
創
生
の
取
組
み
を
進
め
た

い
と
考
え
て
お
り
、
９
月
末

ま
で
に
は
総
合
戦
略
を
策
定

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

こ
の
５
ヶ
年
計
画
は
、

年
度
ご
と
の
実
績
や
人
口
目

標
達
成
が
義
務
づ
け
ら
れ
、

実
現
可
能
な
将
来
に
夢
の
つ

な
が
る
創
生
案
が
必
要
と
考

え
ま
す
。
若
桜
町
の
地
方
創

生
の
５
ヶ
年
計
画
は
、
日
本

一
子
育
て
し
や
す
い
町
、
宿

内
交
流
人
口
10
万
人
目
標
を

考
え
て
は
と
思
い
ま
す
。
26

年
度
、
保
育
所
無
料
か
ら
子

育
て
し
や
す
い
町
を
ア
ピ
ー

ル
さ
れ
ま
し
た
。
若
い
家
族

が
生
活
出
来
る
場
所
も
、
定

住
を
含
め
て
、
農
業
、
林
業

を
主
に
雇
用
の
場
を
作
り
出

し
、
ま
た
指
導
が
で
き
る
受

け
入
れ
態
勢
も
必
要
と
思

い
ま
す
。
交
流
人
口
10
万
人

は
駅
周
辺
の
整
備
で
鉄
道
公

園
や
イ
ベ
ン
ト
広
場
、
屋
堂

羅
川
で
川
遊
び
の
出
来
る
場

小林　誠 議員

Q　

若
桜
町
に
お
い
て
、

２
０
４
０
年
の
町
の
人
口
が

１
５
０
０
人
と
、
ま
た
全
国

で
25
番
目
に
消
滅
を
す
る
町

と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
計
画
に
入
る
地
方
創
生

の
５
ヶ
年
計
画
は
、
町
の
活

性
化
、
人
口
減
少
対
策
な
ど
、

若
桜
町
の
特
性
を
生
か
し
画

期
的
な
地
方
創
生
案
と
考
え

ま
す
。
今
後
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
か
れ
る
の
か
、
お
尋

ね
し
ま
す
。

 

小
林
昌
司
町
長

A　

平
成
27
年
度
中
に
総
合

戦
略
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

所
、
資
料
館
下
に
鹿
の
牧
場

な
ど
駅
を
挟
ん
で
古
い
町
並

み
と
国
道
側
は
子
供
達
で
に

ぎ
わ
う
観
光
地
に
し
て
は
と

思
う
が
、
考
え
を
お
尋
ね
し

ま
す
。

 

小
林
町
長

A　

若
桜
鉄
道
や
宿
内
既
存

施
設
、
歴
史
的
な
町
並
み
保

存
を
通
じ
た
若
桜
宿
内
観
光

客
10
万
人
構
想
も
上
げ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
し

や
す
い
町
を
目
指
し
、
子
育

て
支
援
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
中

で
若
者
住
宅
や
そ
の
他
の
施

策
が
盛
り
込
め
る
よ
う
、
検

討
を
進
め
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。　
　
　
　

　
　Q　

私
は
将
来
の
夢
を
描
く

に
、
若
桜
鉄
道
の
Ｓ
Ｌ
や
Ｄ

Ｌ
の
運
行
は
欠
か
せ
な
い
と

思
い
ま
す
。
若
桜
町
、
八
頭

町
の
大
き
な
地
方
創
生
の
柱

と
も
考
え
ま
す
。
４
月
11
日

の
若
桜
八
東
間
の
Ｓ
Ｌ
の
社

会
実
験
は
今
後
を
占
う
大
き

な
意
味
を
持
つ
実
験
に
な
る

と
思
う
が
、
考
え
を
お
尋
ね

し
ま
す
。 

�
小
林
町
長

A　

こ
の
Ｓ
Ｌ
走
行
社
会
実

験
に
よ
り
、
見
え
て
く
る
問

題
点
や
沿
線
地
域
に
与
え
る

影
響
を
検
証
し
、
鳥
取
県
や

鳥
取
市
・
八
頭
町
な
ど
の
関

係
機
関
と
の
十
分
な
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
地
方
創
生
の

大
き
な
柱
の
１
つ
と
な
る
よ

う
、
議
員
の
皆
様
も
、
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

Q　

地
方
創
生
の
大
き
な
目

的
で
あ
る
、
若
桜
町
の
活
性

化
と
経
済
効
果
を
考
え
て
み

ま
し
た
。
現
在
宿
内
に
、
宿

泊
が
で
き
る
施
設
も
な
い
状

況
で
す
。
観
光
客
が
、
長
時

間
滞
在
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
も
、
何
軒
か
の
宿
泊
で
き

る
施
設
も
必
要
だ
と
思
う

が
、
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

 

小
林
町
長

A　

空
き
家
が
多
く
存
在

し
、
歴
史
的
価
値
の
あ
る
建

物
も
あ
り
、
仮
称
町
の
迎
賓

館
の
よ
う
な
活
用
方
法
や
観

光
客
に
対
応
し
て
休
憩
、
宿

泊
施
設
と
し
て
の
利
用
方
法

が
出
来
な
い
か
な
ど
、
可
能

性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

Q　

10
万
人
以
上
の
観
光

客
が
訪
れ
る
計
画
を
作
り
、

10
万
人
以
上
目
標
を
達
成

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
町
が
活
性
化
す
る

た
め
に
は
収
入
を
求
め
た
お

も
て
な
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
考

え
る
べ
き
と
思
い
ま
す
。
観

光
協
会
、
観
光
事
業
団
、
農

林
振
興
、
ま
ち
が
お
金
を
出

し
て
い
る
組
織
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
バ
ラ
バ
ラ

で
動
く
の
で
は
な
く
、
効
率

の
よ
い
お
客
さ
ま
の
お
も
て

な
し
、
大
き
な
経
済
効
果
を

作
る
た
め
検
討
議
論
す
べ
き

と
思
う
が
、
考
え
を
お
尋
ね

し
ま
す
。

 

小
林
町
長

A　

多
く
の
観
光
客
が
来

ら
れ
て
も
、
町
の
経
済
効
果

に
つ
な
が
ら
な
け
れ
ば
、
町

は
活
性
化
し
ま
せ
ん
。
議
員

ご
指
摘
の
と
お
り
、
私
も
観

光
客
の
受
け
入
れ
体
制
や
お

客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
、
ま
た

土
産
品
な
ど
不
十
分
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
商
工
会
や
観

光
協
会
に
頑
張
っ
て
い
た
だ

か
な
け
れ
ば
、
活
性
化
に
つ

な
が
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
地
方
創
生
へ
の
力
量
が

試
さ
れ
る
今
こ
そ
、
関
係
者

の
英
知
を
結
集
し
て
、
積
極

的
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

議会報告会のまとめ
　平成 26 年第５回議会報告会は、意見交換を主に開催し様々な意見を頂きました。それら意見を協議・集約し、
昨年 12 月 29 日に若桜町政に対する提言書として、町長に対し提出しました。また、その提言に対して新年度取り
組まれる事業について掲載させて頂きました。

■ 若桜鉄道について
提言内容 取り組まれる事業

１
積極的な乗車運動を展
開して、営業収入の増
加を図る。

沿線地域の活性化を目
的とする団体への支援
を行う。

２

気動車のデザインや車
内を一新して、観光列
車としての活用を検討
する。

若桜鉄道との
協議が必要。

３
新たな利用者の発掘を
行うため、イベント列
車の運行支援を行う。

若桜鉄道との
協議が必要。

４

蒸気機関車、ディーゼ
ル機関車、客車を活用
した観光列車の検討を
行う。

ＳＬ走行社会実験沿線
サポート委員会へ支援
を行う。

５

「見る」、「学ぶ」、「経験
する」、「集う」、をキー
ワードにした鉄道公園
を整備し、駅裏を含め
た周辺の活性化を図る。

鉄道施設やＳＬを活用
し、団体ツアーの誘客
や鉄道関連商品の販売
促進の協力を行う。

■ 人口減少問題について
提言内容 取り組まれる事業

１
若者向け住宅の増築と
町営住宅の計画的な改
修を図る。

若葉団地の建て替えを
行う。

２ 宿泊施設を含めた空き
家の有効活用の促進。

空き家調査の継続及び
相談対応。移住者への
新築・購入・改修の助
成を行う。

３ 定住を視野に入れた地
域おこし協力隊の拡充。

農林業への人材受入れ
と地域資源を活かした
特産品づくりや商品開
発を行う。

４
農林業の担い手を育成
するための環境整備を
図る。

意欲ある農業者に係る
施設整備に対して支援
を行う。

５ ＩＴ企業や個人事業者
の全国公募。

企業誘致や起業の設備
整備助成及び就業者の
雇用促進助成を行う。

６
通勤時間の短縮を図る
ため、国道 29 号の改良
を促進する。

国土交通省へ要望活動
が必要。

７
企業へ対する通勤費助
成の創設と通学費助成
の拡充。

通学費助成の継続。企
業による正規雇用者の
労働条件の改善助成を
行う。

８ 町内企業への設備投資
等助成制度の拡充。

商工会による、にぎわ
い創出事業への補助及
び新規創業・開業者へ
の資金融資を行う。

９ コンビニエンスストア
の誘致。 協議が必要。

10 医療・介護の態勢の維
持・確保。 協議が必要。

■ その他
提言内容 取り組まれる事業

１ 駐車場やトイレの整備
と案内看板の設置。

多言語表記の観光案内
板を整備し一層の誘客
に繋げる。

２ 地域の特性を生かした
特産品開発の促進。

特産品の開発に必要な
経費の一部助成を行う。

３ 若桜米の積極的なＰＲ
と販売網の検討。 協議が必要。

４
関係団体と連携した獣
肉の販売強化とジビエ
料理の積極的なＰＲ。

鹿・イノシシなどの資
源を有効活用し、販路
拡大や特産品としてブ
ランド化するためのイ
ベントなどを行う。

５

若桜町観光協会を中心
とした観光メニューの
開発や各団体との連携
を図るための指導・助
言。

協議が必要。

議会報告会の様子

地方創生

議
会
と
執
行
部
が

�

推
進
す
る
こ
と
が
重
要

若
桜
町
の
地
方
創
生

�

総
合
戦
略
の
作
成
は

Ｑ
Ａ一般質問
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臨
　
時
　
会

■
平
成
26
年
度
若
桜
町
国
民
健
康
保
険
事
業

 

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

１
０
４
１
万
円
を
減
額
し
、
総
額
４
億
８

０
６
５
万
円
と
し
た
。

■
平
成
26
年
度
若
桜
町
介
護
保
険
事
業

 

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

５
７
０
７
万
円
を
減
額
し
、
５
億
４
３
５

１
万
円
と
し
た
。

■
平
成
26
年
度
若
桜
町
後
期
高
齢
者

 

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

３
０
９
万
円
を
減
額
し
、
総
額
５
３
４
０

万
円
と
し
た
。

■
平
成
26
年
度
若
桜
町
簡
易
水
道
事
業

 

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

１
３
４
万
円
を
減
額
し
、
１
億
２
０
３
８

万
円
と
し
た
。

■
平
成
26
年
度
若
桜
町
赤
松
団
地
造
成
事
業

 

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

５
３
９
万
円
を
追
加
し
、
１
６
０
９
万
円

と
し
た
。

■
平
成
26
年
度
若
桜
町
財
産
区
造
林
事
業

 

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

１
５
１
万
円
を
減
額
し
、
７
５
３
万
円
と

し
た
。

三
月
議
会
定
例
会

平成
26年度

一
般
会
計
総
額

９
４
２
９
万
円
の
減
額
補
正

36
億
８
２
９
３
万
円

平成27年第2回議会
定例会が3月10日に
招集され、町長から
提 出 さ れ た 議 案39
件、議 員 提 出 議 案3
件 を 慎 重 審 議 の 結
果、議 員 提 出 議 案3
案の議案の内、2議
案 を 原 案 通 り可 決
し、3月24日に 閉 会
しました。

■
平
成
26
年
度
若
桜
町
一
般
会
計

 

補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

９
４
２
９
万
円
を
減
額
し
、
総
額
36
億

８
２
９
３
万
円
と
し
た
。

主
な
歳
入

　

町
税�

３
１
６
万
円

　

国
庫
負
担
金�

△
１
１
６
９
万
円

　

国
庫
補
助
金�

△
４
６
３
８
万
円

　

寄
附
金�

７
１
２
万
円

　

基
金
繰
入
金�

△
５
６
９
０
万
円

　

町
債�

７
２
０
万
円

主
な
歳
出

　

町
有
林
管
理�

△
４
８
６
万
円

　

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
積
立�

７
０
２
万
円

算　
予

公
共
交
通
維
持
基
金
積
立

�

△
１
７
８
２
万
円

臨
時
福
祉
給
付
金
事
業�

△
７
９
１
万
円

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
操
出
金

�

△
７
７
４
万
円

後
期
高
齢
者
医
療
事
務
費�
△
６
１
６
万
円

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
操
出
金

�
８
０
６
万
円

健
康
増
進
事
業�

△
１
９
６
万
円

塵
芥
処
理
対
策
事
業�

△
２
７
１
万
円

農
業
振
興
費�

△
７
３
１
万
円

緑
の
産
業
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

�

２
１
１
７
万
円

道
路
維
持
費�

△
６
５
７
万
円

町
道
新
設
改
良
事
業�

△
１
１
９
９
万
円

町
営
住
宅
管
理
事
業�

１
０
５
６
万
円

通
学
対
策
事
業�

△
１
９
３
万
円

○
若
桜
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

○
若
桜
総
合
戦
略
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置

○�

年
金
削
減
の
取
り
や
め
と
最
低
保
障
年
金

制
度
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
（
否
決
）

○
若
桜
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更

○�

損
害
賠
償
の
額
（
林
道
大
通
中
江
線
落
石

事
故
）
を
定
め
る
こ
と

○�

損
害
賠
償
の
額
（
町
道
新
町
３
号
線
除
雪

作
業
事
故
）
を
定
め
る
こ
と

○�

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
（
若
桜

町
立
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
ド
リ
ー
ミ
ー
）

例
条の

そ

他
● 

若
桜
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
職
務

に
専
念
す
る
義
務
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
制
定

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す

る
法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
教
育
長
の
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特

例
に
関
し
必
要
な
事
項
を
条
例
で
定
め
る
も

の
。

● 

若
桜
町
八
幡
広
場
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

新
た
に
、
若
桜
町
八
幡
広
場
の
設
置
に
よ

り
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

議
員
提
出
議
案

■
平
成
26
年
度
若
桜
町
索
道
事
業

 

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

36
万
円
を
追
加
し
、
３
７
２
６
万
円
と
し

た
。

● 

若
桜
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定

　

児
童
福
祉
法
の
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
に
関
す
る
条
項
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

● 

若
桜
町
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
包
括
的
支
援
事
業
の
実
施
に
係
る

人
員
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
制
定

　

介
護
保
険
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
包
括
支
援
的
事
業
の
実
施
に
係
る

人
員
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
も
の
。

● 

若
桜
町
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介

護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の

た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

　

介
護
保
険
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の

人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援

等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支

援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
も
の

● 

若
桜
町
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

新
た
に
、
若
桜
町
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
設

置
に
よ
り
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

● 

若
桜
町
営
赤
松
団
地
住
宅
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

新
た
に
、
若
桜
町
営
赤
松
団
地
住
宅
の
設

置
に
よ
り
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

● 

若
桜
町
立
わ
か
さ
こ
ど
も
園
設
置
条

例
の
全
部
改
正

　

認
定
こ
ど
も
園
法
の
改
正
に
伴
い
、
わ
か

　

平
成
27
年
第
１
回
議
会
臨
時
会
が
２

月
23
日
に
招
集
さ
れ
、
町
長
か
ら
提
出

さ
れ
た
議
案
２
件
を
慎
重
審
議
の
結

果
、
原
案
通
り
可
決
し
た
。

○
平
成
26
年
度
若
桜
町
一
般
会
計

 

補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

６
６
０
４
万
円
を
追
加
し
、
総
額

37
億
７
７
２
２
万
円
と
し
た
。

○
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結

工
事
名

　

氷
ノ
山
高
原
の
宿
「
氷
太
く
ん
」

　

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
導
入
工
事

工
事
場
所

　

若
桜
町
大
字
𣇃
米
６
３
５
番
４

契
約
の
相
手
方

　

鳥
取
市
数
津
62
番
地
２

�

株
式
会
社　

原
田
建
設

変
更
契
約
金
額

　

変
更
前　

金

�

９
３
６
３
万
６
０
０
０
円

　

変
更
後　

金

�

１
億
２
９
９
万
９
６
０
０
円

さ
こ
ど
も
園
は
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

と
し
て
認
定
こ
ど
も
園
法
に
よ
る
単
一
の
許

可
を
受
け
た
施
設
と
な
る
た
め
、
条
例
を
全

部
改
正
す
る
も
の
。

●
若
桜
町
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
創
生
に
つ
な
が
る
政
策
的
な
事
業
等

を
推
進
す
る
た
め
、
総
務
課
と
企
画
財
政
課

の
業
務
の
分
担
を
見
直
す
も
の
で
あ
り
、
企

画
財
政
課
を
ふ
る
さ
と
創
生
課
に
改
め
体
制

を
整
え
る
も
の
。

●
若
桜
町
行
政
手
続
条
例
の
一
部
改
正

　

行
政
手
続
法
の
改
正
の
趣
旨
に
の
っ
と

り
、
同
法
で
新
た
に
制
定
さ
れ
た
行
政
指
導

を
す
る
際
の
許
認
可
等
の
権
限
の
根
拠
の
明

示
、
行
政
指
導
の
中
止
等
の
求
め
及
び
処
分

等
の
求
め
の
手
続
き
規
定
の
追
加
そ
の
他
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

● 

若
桜
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

平
成
26
年
人
事
院
勧
告
及
び
新
幼
保
連
携

型
認
定
こ
ど
も
園
移
行
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
。

● 

早
期
退
職
希
望
者
の
募
集
及
び
認
定

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

国
家
公
務
員
退
職
手
続
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
条
例
に
規
定
さ
れ
て
い
る
文
言
の
修

正
等
を
行
う
も
の
。

●
若
桜
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

所
得
水
準
に
応
じ
て
き
め
細
や
か
な
保
険

料
設
定
を
行
う
観
点
か
ら
、
国
の
政
令
が
改

正
さ
れ
、
標
準
段
階
が
こ
れ
ま
で
の
6
段
階

か
ら
9
段
階
に
見
直
し
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
国
の
基
準
段
階
ど
お
り
9
段
階
と
し
、

段
階
ご
と
の
所
得
基
準
額
に
つ
い
て
も
、
国

の
基
準
ど
お
り
と
す
る
も
の
。

● 

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理

に
関
す
る
条
例

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
一
部
改
正
及

び
廃
止
の
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
関
係
条

例
を
整
備
す
る
も
の
。

● 

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

　

次
世
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
全
な

育
成
を
図
る
た
め
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策

推
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
よ
る
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
条
例
改
正
を
行
う
も
の
。

オープンが待たれる八幡広場

完成した町営赤松団地住宅
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WAKASA

委 員 会 活 動 報 告

平成26年調査の総括平成27年
1月14日

八頭町議会総務教育常任委員会との
意見交換会

２月13日

観光協会との意見交換２月16日

平成27年第1回臨時会補正予算等の
概要説明

第1回臨時会補正予算等の概要説明

２月20日

２月20日

３月定例会補正予算等の概要説明３月６日

３月定例会補正予算等の概要説明３月５日

閉会中の継続審査平成27年
1月15日

閉会中の継続審査2月12日 みなさんからの請願・陳情はこうなりました

請願名・陳情名 請願・陳情者 付託委員会 委員会結果 本会議採決結果

集団的自衛権関連法案を国
会に提出しないように求め
る請願書

憲法改悪反対鳥取県
共同センター
　代表　田中　暁

総 務 産 業
常 任 委 員 会

不採択
　賛成　１人
　反対　３人

不採択
　賛成　2人
　（中尾、上川）
　反対　7人

治安維持法犠牲者に国家賠
償を求める請願書

治安維持法犠牲者
国家賠償要求同盟
鳥取県支部会長
　保田　睦美

総 務 産 業
常 任 委 員 会

継続審査 継続審査

年金削減の取りやめと最低
保障年金制度の実現を求め
る請願

全日本年金者組合
鳥取県支部　東部支部
　支部長　市谷　尚三

教 育 民 生
常 任 委 員 会

採択
　賛成　3人
　反対　1人

不採択
　賛成　2人
　（中尾、岡田）
　反対　7人

中学校で使用する歴史・公
民教科書の採択基準に関す
る陳情

教育を考える鳥取県民の会
　会長　河合　鎭徳

教 育 民 生
常 任 委 員 会

不採択
　賛成　0人
　反対　4人

不採択

教科書採択改善のために、
総合教育会議（設置）の準
備に関する陳情について

教育を考える鳥取県民の会
　会長　河合　鎭徳

教 育 民 生 常
任 委 員 会

不採択
　賛成　0人
　反対　4人

不採択

　平成26年4月から、委員会を11回開催し、町の課題・
将来を描いた町づくりなど、協議、調査を行った。特に、
農業問題（荒廃農地対策、若桜米のブランド化など）・
観光振興（駅周辺の整備など）の今後の取り組みについ
て協議しました。

氷太くんのバイオマスボイラー導入工事の変
更等、補正予算の概要説明を受けた。

子育て支援センター設計事業・三世代居住支
援事業等は繰越となり、減額の補正予算の概
要説明を受けた。

　若桜鉄道の山田
社長をお招きし、
「都会の人から見
た両町の地域活性
化について」講演
をして頂いたの
ち、意見交換をい
たしました。

　介護保険事業では、基準段階が6段階から9段階に見直
されたことにより、保険料の軽減になる対象者が増える。

　交付金事業では、高齢者等灯油購入支援事業・多世帯応
援商品券支給事業等あるが、単発ではなく継続してほしい。

・新年度の事業計画（案）について
・観光関係団体との連携について
・ＳＬ走行の社会実験について
・おもちゃ館・カリヤ横丁の運営について
・観光客の増加施策について
・中･長期的な将来構想について

・若桜町新型インフルエンザ等対応行動計
画（案）について

・協会けんぽとの提携について
・介護保険事業計画について
・ストックヤードの回収品目等について
・赤松団地に建築中の賃貸住宅について
・健康広場（仮称）について

・ストックヤードについて
・介護保険料について

・交付金事業について
・上下水道整備計画について
・伝統的建造物群保存地区について

　執行部、議会、各関係者などの連携を深めていく必要
性を感じる。特に執行部との連携、情報交換については
議会としても全面的に協力していきたい。

▲

意見交換

▲

意見交換

▲

意見交換

協議事項

●まとめ（抜粋）

●まとめ（抜粋）

内　容

●まとめ

意見交換会の様子

　上記案件の他に、平成 26 年度一般会計補正予算（第 8号）など 8議案、平成 27 年度特別会計予算 10 議案、若
桜町八幡広場の設置及び管理に関する条例など、条例制定 3議案、若桜町課設置条例の一部改正など、その他 17
議案を全会一致で可決しました。

● 賛否の分かれた議案� ○は賛成　×は反対

　　　　　　氏　名

 議　案

青
木
　
一
憲

山
根
　
政
彦

山
本
　
安
雄

岡
田
　
一
弥

前
住
　
孝
行

山
本
　
晴
隆

上
川
裕
見
子

中
尾
　
理
明

小
林
　
　
誠

本
会
議
採
決

結
果
　
　
　

平成27年度
若桜町一般会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可
決

３月定例会審議結果一目でわかる

３月定例会で審査した請願・陳情の委員会・本会議での採決結果を報告します。

本会議の採決は、川上守議長を除く9人で行います。

請願
陳情

請願・陳情は、町民の皆様が町政などについての要望等を、直接議会に書面で提出できる
制度です。議長宛に議会事務局へ提出してください。提出された請願・陳情は関係の常任
委員会で審査の上、本会議で採決し、採択された請願・陳情は行政に生かされます。
詳しくは、議会事務局（☎８２－２２１２）にお問い合わせください。

プレミアム商品券発行事業・新規創業、開業
促進事業等、補正予算の概要説明を受けた。

氷ノ山集客促進事業・ジビエ促進事業等は繰越
となり、減額の補正予算の概要説明を受けた。

15
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あ
と
が
き

意見・写真をお寄せください gikai@town.wakasa.tottori.jp 0858（82）2222メール FAX

中島　光咲さん
（赤松）

大橋　裕子さん
（西町）

　

春
の
統
一
地
方
選
挙
や
若
桜
鉄
道

Ｓ
Ｌ
走
行
社
会
実
験
の
話
題
と
共
に

新
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。

　

若
桜
鉄
道
Ｓ
Ｌ
走
行
社
会
実
験

で
は
、
鉄
道
マ
ニ
ア
や
見
物
客
約

一
万
三
千
人
が
沿
線
に
来
ら
れ
ま
し

た
。
経
済
効
果
は
6
月
ご
ろ
に
発
表

さ
れ
ま
す
。

　

春
の
統
一
地
方
選
挙
で
は
、
平
井

知
事
が
３
選
を
果
た
さ
れ
、
又
県
議

会
議
員
選
挙
で
は
、
51
人
が
立
候
補

さ
れ
、
新
人
9
人
を
含
み
35
人
が
当

選
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
無
投
票
の
選
挙

区
が
全
国
で
約
20
％
、
鳥
取
県
で
も

3
選
挙
区
が
無
投
票
と
な
り
、
投
票

率
も
過
去
最
低
の
57
．
46
％
と
な
り

ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
調
査
特
別
委
員
会
も

新
メ
ン
バ
ー
で
一
年
経
ち
ま
し
た
。

　

議
会
活
動
が
、
よ
り
身
近
に
な
る

よ
う
に
、わ
か
り
易
く
、興
味
を
持
っ

て
読
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
工
夫
し
て

い
き
ま
す
。
お
気
づ
き
の
事
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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　四度目の春を迎えました。「子育ては田舎でした
い」ずっと思っていましたが、若桜は想像以上の
田舎で初めは心配しました。しかし、親の心配も
よそに子どもたちはすぐに馴染み、スキーも覚え、
長い冬も楽しむ術を身に付け、たくさんの方々の
お世話になりながら今ではすっかり若桜っ子にな
りました。
　長い道のりの通学路も、遊びに行く時の近道も、
町内で行われる行事のことも、親の私たちよりよ
く知っていてびっくりさせられました。特に驚い
たのはスキーでした。スキーの板にすら触れたこ
とのなっかた子どもたちが毎日でもしていたくな
るほど大好きになっていました。きっと若桜で生
活をしていなければ、雪山に行きたくなることす
らなかったかもしれません。大きな自然の中で、
のびのびと成長していく子どもたちを見ていると
「子育ては田舎で」は間違っていなかったと思いま
す。まだまだ
たくさんある
であろう「若
桜」を発見し、
楽しみなが
ら親も子も、
もっと成長し
ていけたらと
思います。

若桜へきて
　私はこの春、高校生になりました。
　毎日市内に出て思うことは、確かに市内に比べ
て若桜はいなかです。
　しかし、若桜には他の所に負けないたくさんの
良さがあります。
　私は若桜で生まれました。また中学校入学と同
時に若桜学園となり、小中一貫校として３年間過
ごしました。
　一貫校の良いところは、小学生と中学生が関わ
る機会が多いので、とても仲良くなれます。３年
間で縦のつながりが広がったと思います。
　スポーツの面でも、少ない人数ながら毎日練習
に励み、試合ではどの部も市内の大規模な学校に
勝つというすばらしい成績も残せました。このよ
うな成績を残せたり、毎日好きな部活に取り組め
るのは、先生と生徒との距離が近く、一緒になっ
て目標に向かって頑張れるという小規模校ならで
はの特徴だと思います。
　鳥取県には一貫校は少ないので、他の中学校に
は味わうことのできない経験をたくさんさせてい
ただき、卒業した今、改めて一貫校でよかったな
と感じました。
　今、若桜はだんだん生徒数が減ってきています
が、充実した学校生活などをアピールして、もっ
ともっとたくさんの人から愛されるような町に
なってほしいと思います。

高校生になって

このコーナーでは、議会、議員や議会だより等に
関わる町民の皆さんからの御要望や
率直なご意見を紹介いたします。

自然豊かな若桜町
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